
内線

１　施設の概要

■使用料 ■その他（割増使用料，延長使用料，冷暖房料，備付物件使用料　　　　　　　　　　　　　　 ）

２　管理運営の状況

（１）管理経費 （単位：千円）

※人件費（正職員分）は，平成30年度7,282千円，令和元年度7,369千円，令和2年度7,366千円，令和3年度7,466千円で計算すること。

差引(合計(A)-合計(B)) 155,081 155,497 164,999 162,931

839

合計（B） 35,387 29,158 14,639 26,033

収
入

使用料 34,563 28,383 14,066 25,194

その他 824 775 573

合計（A） 190,468 184,655 179,638 188,964

その他 578 497 2,498 470
通信運搬費，負担金，償
還金

備品購入費 733 0 304 0

使用料・賃借料 1,950 1,997 874 936

委託料 108,239 110,043 111,459 119,696

その他 1,085 917 1,273 1,168 消印費

修繕料 1,569 1,407 1,492 1,000

光熱水費 27,361 28,490 23,359 27,194

燃料費 12,523 11,828 8,819 8,940

需用費 42,538 42,642 34,943 38,302

臨時・嘱託職員

正職員 36,430 29,476 29,560 29,560

（予算）

人件費 36,430 29,476 29,560 29,560

年度　　 Ｈ３０年度 R元年度 R２年度 R３年度
備考

　　内訳 （決算） （決算） （決算）

料金制度

減免制度 旭川市大雪クリスタルホール使用料減免要領による。　新型コロナウイルスの感染拡大防止対策に伴う使用料の減免

類似施設
（民間の施設を含む）

旭川市民文化会館

類似施設との違い
どちらも文化ﾎｰﾙと会議室等を併せ持つ複合施設であるが，ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙは，300人を収容できる大会議室や大型の
無料駐車場を備えるなど，比較的規模の大きいｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝにも対応が可能である｡また，音響設備に優れた音楽堂
は音楽専用のﾎｰﾙとして，用途がより特化されている｡

利用対象者 一般市民，演奏家，音楽振興団体，学校，行政など

事業内容 貸館，自主文化事業

運営方法

□直営 令和３年度の職員体制）　正職員　　４ 人，臨時職員 　　人，嘱託職員　　　人　　　

■直営（一部業務委託）
（委託内容）
利用者等対応業務

建設費（単位：千円） （新築時） ３，８３５，１６４ （増改築時）

規模・構造等 鉄筋コンクリート造　地上2階地下1階

設置目的 市民の教育，学術，芸術及び文化の発展を図り，魅力ある豊かな地域社会の形成に寄与する。

設置根拠 旭川市大雪ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙ条例第1条

設置年月日 1993年5月 増改築

施設概要

施設名 大雪クリスタルホール 所在地 旭川市神楽３条７丁目

担当部局 社会教育部文化振興課 電話番号 ０１６６－６９－２０００



（２）利用状況

※総利用件数の単位は「件」にしています。

【参考値】
利用者一人当たりの
市費投入額（千円）

（管理経費÷総利用件数）

第４会議室 34.7% 32.6% 16.6% 13.0%

第３会議室 67.4% 66.0% 55.1% 50.0%

第２会議室 73.7% 66.1% 43.5% 40.0%

25.0%

第１会議室 74.0% 71.1% 40.2% 38.0%

大会議室 63.4% 59.4% 36.1% 35.0%

各
室
利
用
率

(単位：%)

コンサート室 64.5% 57.6% 32.6% 30.0%

レセプション室 49.3% 54.0% 27.0%

うち減額利用分

うち免除利用分

（実績） （見込み）

総利用件数（単位：件） 1,516 1,385 775 700

年度　　 Ｈ３０年度 R元年度 R２年度 R３年度
備考

　　内訳 （実績） （実績）


